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（５）研究成果の概要（公開） 
＊背景および目的、方法と結果、について、公開して差し支えない範囲で 1 ページ以内で記載。 

現在の光合成の基礎研究では、タンパク質超複合体の構造に基づく光エネルギー変換反応の理解とそ

の調節作用に関する知見が集積しつつある。一方で、そうした各装置が配置されている、いわば“光

合成の足場”となるチラコイド膜の形成、特に膜のリモデリングを担う分子の詳細は未だ謎が多い。 

本研究では、蛋白質研究所で解析が可能な電子顕微鏡トモグラフィーを駆使してチラコイド膜の微

細構造の３次元観察を行うための共同研究を行なった。トモグラムを作成することで、チラコイド膜

の形成・維持に関与する主要な膜リモデリングタンパク質の具体的な役割を明らかにすることとした。

チラコイド膜リモデリングに関する突然変異体、あるいはチラコイド膜リモデリングタンパク質の過

剰発現個体を用いてトモグラフィー観察を行い、得られた画像から、チラコイド膜の 3 次元画像構築

を試みた。 

 


